
 

１．まちづくり構想とは 

相原駅東口地区まちづくり構想は、町田市都市計画マスタープラン等に位置づけられている諸計画の実現策として、

より具体的かつ即地的な検討とまちづくりの方向性を示すもので、相原駅東口まちづくり検討会※1での意見並びに

「相原駅東口土地利用計画（案）」を参考として、町田市が策定したものです。 

２．まちづくり構想の対象区域 

相原駅周辺は、町田市都市計画マスタープランにおいて、にぎわいと交流を創出する拠点である「生活中

心地」に位置づけられています。周辺市街地の土地利用の状況や都市基盤整備の状況を踏まえ、町田街道拡

幅や相原駅へのアクセス路等整備に併せて適切な土地利用の誘導が必要と考えられる約６．２ha（右図参照）

を本構想の対象区域として定めます。 

３．相原駅東口地区 ゾーン別まちづくりの課題 

東口周辺地区を立地特性ごとに区分してゾーン別まちづくりの課題を整理すると、以下の通りとなります。 

４．相原駅東口地区の整備方針 

現在整備中の町3・3・36号相原鶴間線（町田街道）立体交差化事業に

合わせて、新たなアクセス路の整備とともに地区内の都市基盤の改善

を進め、交通環境の向上を図ります。また、駅前や新たなアクセス路

沿道における賑わい形成に向けた土地利用を図り、商業環境や住環境

を整備するとともに、駅前拠点を形成していきます。 

ゾーン別整備の方針 
① 駅前ゾーン

ア）駅前中心エリア

駅前広場を整備しゆとりある空間を設けることにより、多世代間が 

活動できる空間を創出します。また、敷地の一体的な土地利用、施  

設整備を促進し、地域の拠点性や商業機能を向上させます。 

イ）商業・交流機能誘導エリア

既存住宅を許容しつつ、既存ストック（商業施設）を活用し、相原

らしい景観を維持しながら賑わいの創出を図ります。また、新たな

商業や地域・文化資源等を発信する業務施設等の賑わい・交流拠点

となる機能を導入し、商業・交流機能を誘導します。

② 駅南ゾーン

ア）商業・業務環境向上エリア

町田街道の拡幅整備やアクセス路整備による沿道

土地利用の再編の機会を活かし、駅前の生活中心

地機能を補完する商業・業務機能等、複合的な土

地利用を誘導します。

イ）賑わい創出エリア

メインアクセス路の沿道となる立地特性を活かし

1階に飲食・物販等の店舗を誘導し、商業と住宅 

が調和した賑わいのある居住環境を形成します。 

また、街並み景観や後背の低層住宅地の環境に配 

慮した良好な中層住宅地環境を誘導します。 

ウ）居住環境保全エリア

敷地の細分化等を防止し、良好な低層住宅地と

しての居住環境の維持・保全を図ります。

③ 公共施設ゾーン

ア）商業・業務環境向上エリア

町田街道の拡幅整備を契機とし、主要幹線道路

に面する立地特性を活かしながら建替等による再

整備等を促進します。また、駅前の生活中心地機

能を補完する商業・業務機能等を誘導し、商業・

業務環境を向上させます。

イ）公共施設等再編エリア

町田街道の拡幅整備や施設の老朽化による再編の

機会を活かし、既存公共施設の複合化・再整備を

進め、地域の公共利便性を向上させます。
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まちづくりの目標 

基盤整備にあわせた土地利用促進による生活に便利で賑わいのあるまちづくり 

まちづくりの方向性１ 駅前地区としての拠点を形成 

市民の日常生活を支える地域の顔としてふさわしい駅前広場を整備するとともに、魅力ある商

業機能の集積などにより「賑わいの拠点」を形成し、地域の憩い・コミュニティ活動の場を形

成します。 

まちづくりの方向性２ 交通ネットワークの形成 

東口駅前広場と町田街道等の地区南北を結ぶ快適な交通ネットワークを形成し、生活中心地に

ふさわしい土地利用の再編を図ります。あわせて、地区の賑わいや地域文化資源を感じなが

ら、歩いて楽しめるまちとするため、ゆとりある歩行空間や滞在空間を創出し、安全・安心な

歩行者ネットワークを形成します。 

まちづくりの方向性３ 良好な居住環境の形成 

貴重な地域文化資源を保全・活用し良好な住宅市街地を形成します。また、生活中心地に相応

しい街並み景観を形成するとともに、商業機能と居住環境が調和した良好な居住環境を形成し

ます。 

※１ 相原駅東口まちづくり検討会：相原駅東口地区（概ね本地区と同規模）の地権者を対象とした検討会。2013～2018 年度

に計１５回開催。

■ゾーン及びエリア図


